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栄 養 学は 応 用 の 科学 で あ る。 し た が って ， 食糧 供 給が 不足 か ら過 剰 へ と経 過 す るの に応じ て，

不 足に 対 処 す る 栄 養学 か ら 過剰 に 対 処 する 栄 養 学に 転 じ て きた と 見るこ とが で き る。　日 本人 の

食生 活 の 変化 と， そ れに 伴 う 栄 養素 補給 を 例に と りな が ら， 動物 実験 栄 養 学の 方 法 が どの よ う

に 変 っ て きた か を 述べ る。 最 後に， 現 在， わ た く し ども の 研 究 室で 行 っ てい る 研 究に 触れたい 。

1.　 不 足に 対 処 す る 栄養 学

鈴木 梅 太 郎は， 欧 米 人 の 体 位の 優 れてい る原 因 を 摂 取タ ンパ ク質 の 質 と 量の 違い に よる も の

と想 像 し たの が， その 研 究 の出 発点 で あ る。 す な わ ち， 栄 養 素 の質 的 量的 差が 体 位に 反 映 す る

と考 え た。 日 本人 青少 年 の 身長 と， タ ン パ ク質 ， カ ル シ ウ ム， ビタ ミンB, な どの 栄 養 素摂 取 量

の 時 系 列的 変 化 を 眺 める と， 両者 が 平 行 して い る ので ， 栄 養 素が 不 足 す る場 合 に は， 体位 が 栄

養 学 的 価値 判 断 の 基 準と な り 得る こ と が理 解さ れ る。

実 験 動物 栄 養学 に お い て も， 実験 動 物の 体重 増 加量 が 栄 養 素不 足 の 判定 に 用い ら れて き た。

例え ば,    Rose は ラットの 体重 増 加 量を 測定 するこ とに より, 必 須 ア ミノ 酸 の スレ オ ニン を発 見 し

た。 ま た,     Eluehj emは ， ペ ラグ ラが ―   コチ ン酸 欠 乏で あ るこ と を発 見 し て 後， ト ウモ ロ コシ 多 食

と ニコ チ ン酸 欠 乏 との 関 係 を ラ ■，ト の 体重 増 加 量 の変 化 に 移 すこ と に 成 功し て， 体内 で ト リ プ

ト フ ァ ンか ら ニコ チ ン酸 か つ くら れるこ と を示 唆 す る 実験 を 行 った 。 こ のよ う に， 栄 養素 の 発

見， 必 要量 な ど を 含め て， 栄 養 素不 足 状 態 の判 定 は， ヒトに おい て も， 実験 動 物に お い て も 体

位 の 測定 が 半U定 の 基準 と して 用い ら れて き た 。

2.　 過 剰に 対 処 す る 栄 養学

(1)成 人 病 に 罹 り易 さ と 食 事　 第二 次大 戦後， 欧米 で は 成人 病が 急 増し ， 疫 学 調 査の 結果 ， 摂

取 食物 内 容 が要 因 と な る可 能 性の あ るこ と が き っか け と な り, 動 物 実験 が 行 わ れた。 そし て，

糖 尿病， 虚 血 性心 臓 病 な どの 成 人病 の発 症 には ， 食物 過 剰 摂取 と 遺 伝的 素因 が 関与 す る こと が

明 か とな っ た。 食糧 供 給量 の 増 加に 伴 って， 栄 養学 は 過 剰に 対 処 す る栄 養 学 に 転じ た ので あ る。

過 剰に 対 処 す る栄 養 学 は疫 学 調 査 が 出発 点 と なり, 実 験に 移 る。 そ の際 ， 成人 病に 関 連 する 血

中な どの 成 分が パラ メー タ- と し て 用い ら れた 。　ま た， ヒト の 個 体差 は 大 きい ため， ヒト の 症

状に 対 応 し た 症状 を 示 す遺 伝 素因 を 有す る 実 験 動物 が つ く ら れ， こ れ を用い るこ とに よ って ，

は じ めて 研 究が 発 展 し た。

(2)成 人 病に 罹り 難 さ と 食事　 栄 養学 に おい て ， 欧 米 はも は や 目 標 とし て の 価値 は 失 わ れた。

成人 病に 罹 り難 い 地 域 を 見出 し， 食物 と の 関 連が 追究 さ れる こ とに なっ た。 そ こで， 浮び 上っ

て きた の がDietary fiber で あ る。 こ れ ら の地 域で は， 欧 米に お ける よ うに:r. ネ ル ギ ー， 脂 質 の

過 剰摂 取は 見 ら れず， 繊維 の 摂 取量 は 多 い。 そ こ で， この 繊 維 が 栄 養的 に 積 極的 な 意 味が あ る

のか ない の かに つい て の 実験 が重 ねら れ てい る 。 一 方， 長 寿 地 域 の 食事 調 査も 進 め ら れて い る，

つ ま り， 成人 病に 対 す る 食物 中 の 危険 因 子 の追 究 か ら， 成人 病 防 止 成分 の 検索 へ と移 って き て

い る 。 栄 養 学は， 不足 に 対 処 す る栄 養 学 に始 ま0  , 食 糧 が豊 かに なる に 従 っ て， 過 剰に 対 処 す

る栄 養 学に 転 じ， そ の方 法 も 変 って き た。

3.　 わた くし ども の研 究

(1)環 境 温度 と遺 伝的 素因 の 栄 養 素要 求に 対 する 影 響　 スト レ イ ソの 異 な る ラ ット を,   10，23，

33°Cに 飼育 して 成 長 を 比 較し， そ の生 理 化 学的 根拠 を 明 かに す る 実 験で あ 乱。

② 体 力に 関 係 す る と 考え ら れ る 基 準の 模索　 上昇 し た 血中 乳 酸 量， 低 下し た 直 腸 温 の回 復 速

度が 体力 と 関 係す る 基 準に な り 得る ので は ない かと 考 え， 実験 を 行 ってい る。




